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	応用
	抗原情報
	背景
	機能：有糸分裂および細胞質分裂の完了に必要。低分子GTPase RAC1のグアニンヌクレオチド交換因子として機能する可能性がある。,PTM：DNA損傷時にリン酸化される（おそらくATMまたはATRによる）。,類似性：7つのRCC1リピートを含む。,細胞内局在：G2期に核内に出現し、前期には染色体のセントロメア領域に集中する。後期には有糸分裂紡錘体の中間領域に再分布する。ここで、タンパク質は皮質から皮質までの赤道径全体を覆っている。,サブユニット：ヌクレオチドを含まないRAC1に優先的に結合し、微小管と相互作用する。,機能：有糸分裂および細胞質分裂の完了に必要。小型GTPase RAC1のグアニンヌクレオチド交換因子として機能する可能性がある。,PTM：DNA損傷時にリン酸化される。おそらくATMまたはATRによる。,類似性：7つのRCC1リピートを含む。,細胞内局在：G2期に核内に出現し、前期には染色体のセントロメア内側領域に集中する。後期には有糸分裂紡錘体の中間領域に再分布する。ここで、タンパク質は皮質から皮質までの赤道径全体を覆う。,サブユニット：ヌクレオチドを含まないRAC1に優先的に結合し、微小管と相互作用する。,
	研究分野
	紡錘体; 細胞生物学; 細胞周期; 細胞分裂; 細胞質分裂
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	RCC2抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像。

